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	教育分科会では東南アジア発の教育系スタートアップCEOのお話を伺った。 その後教育の本質を再発見し、発展途上国における今現在の教育問題をテクノロジーがどう解決していくのか、目指すべき場所と未来のAIネイティブ層に対してどのような教育を提供すべきかを討議した。 議論の過程で教師の不足とAI時代に深刻化するデジタルディバイドがASEANにおける教育問題を通底する課題としてあげられた。 教師についてAIによる個別最適化された教育で非認知能力を鍛える役割は代替されてゆく一方、その必要性には多くの人が同意しており様々な形で現在の教師不足の原因を探り、解決策を模索した。


	DAY2 CULTURAL NIGHT
	文化交流
	CULTURAL NIGHTでは、伝統衣装を着用し各グループの歌やダンスを披露し合いながら終始笑顔の絶えない文化交流を楽しみました。

	参加者の声

	DAY3 VISIT& WORKSHOP
	視察・ワークショップ
	防災分科会
	教育分科会
	視察先
	視察先
	National Disaster Command Centre （NDCC）
	Asian Strategy and Leadership Institute （ASLI）


	参加者の声

	DAY4 PRESENTATION
	最終発表
	各グループが議論を重ねて導き出した提案を発表し、互いの成果を 共有しました。

	参加者の声

	THANKS
	協賛・後援先の皆様へ
	平素より、JAYSの活動に格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 JAYS2026は、多くの企業や団体の皆様からの温かいご支援とご協力のもと、無事に開催することができました。 本会議を通じて日本とASEANの高校生が互いの文化や価値観に触れ、社会課題について共に学び、多様な視点を育む貴重な機会を創出することができました。これもひとえに皆様から賜りましたご支援の賜物であり深く感謝申し上げます。 この場をお借りして、ご支援・ご協力を賜りましたすべての皆様に実行委員会一同、心より御礼申し上げます。 今後も「無限の進路を持つ高校生に、未来を変える国際的な出会いを。」という理念のもとより一層充実した活動に努めてまいります。引き続き、変わらぬご支援とご厚情を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。



